
2014年（平成26年）２月３日（月）

　 

　

日/（曜日）

１９日 執行部会及び議案書作成

２１日 女性農業委員交流研修会

　

　

７０万円

農地協力金の単価表

件　　　　　　　　　　　　　　名

　　農地法第５条申請について・・取り下げ

議案第６９号 　　基盤整備法利用権設定について

面積 単価/戸

0.5ｈａ以下

第１４期　第２９回総会議題結果報告（平成２６年１月２７日開催）

　　農業委員会選挙人名簿について

報告第２０号

議案第６８号

可・否

議案第７０号

件数

1

　　合意解約報告について

5

５日

３０万円

0.5ｈａ超～
2.0ｈａ以下

議　　題

可

2.0ｈａ超

農業委員会　2月予定表

「沖縄県農産物の課
題」勉強会

内　　　容

３日

熊本県法人協会大宜
味村視察　案内

２５日 第30回農業委員会総会

11日～
１８日

申請農地現地調査

編集・発行　大宜味村農業委員会

（1６号）

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大
宜
味
村

平成26年 2月 3日（月 ）

☎０９８０－４４－３４７７

５０万円

日　・　時

２月１０日（月）午後６時～８時

２月１７日（月）午後６時～８時

２月２０日（木）午後６時～８時

２月２４日（月）午後６時～８時

塩　屋公民館

根路銘公民館

津　波公民館

田嘉里公民館

塩　屋校区

大宜味校区

津　波校区

喜如嘉校区

場　所校　区

購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円
発 行 ： 毎週金曜日
申込み ： 農業委員会事務局
連絡先 ： 44-3477 担当：宮城

勉
強
会
で
は
、
県
普
及
課
の
稲
福

主
任
技
師
が
「
認
定
農
業
者
と
な
る

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
自
ら
の
農
業
経

営
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

課
題
や
問
題
点
に
気
付
き
そ
れ
ら
を

改
善
す
る
た
め
の
実
行
性
の
高
い
策

を
ひ
ね
り
出
せ
る
こ
と
。

資
金
の
借
入
だ
け
を
目
的
に
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
自
立
し
た
経
営
者
と
し
て
の

知
識
と
意
欲
が
備
え
る
こ
と
が
重

要
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

「
農
業
経
営
改
善
計
画
書
」
を

農
家
が
単
独
で
作
成
す
る
の
は
簡

単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
村
や
関
係
機
関
が
協
力

し
て
作
成
に
あ
た
れ
ば
、
そ
の
過

程
も
担
い
手
育
成
の
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
と
言
え
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
中
心

経
営
体
と
し
て
記
載
さ
れ
る
な
ど
、

大
宜
味
村
の
将
来
を
担
う
農
業
者

は
ぜ
ひ
計
画
作
成
に
努
め
認
定
農

業
者
と
し
て
の
意
欲
と
力
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
26
年
１
月
28
日
、
村
役
場
で
認

定
農
業
者
制
度
に
関
す
る
勉
強
会
（
産

業
振
興
課
主
催
）
が
開
か
れ
県
普
及
課

(

稲
福
政
史
主
任
技
師)

が
、
生
産
者
や

役
場
職
員
と
制
度
の
目
的
や
内
容
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

認
定
農
業
者
と
は
「
農
業
経
営
改
善

計
画
書
」
（
５
年
後
の
経
営
計
画
）
を

作
成
し
、
こ
れ
が
村
に
認
め
ら
れ
た
農

家
を
言
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
農
地
な
ど

生
産
基
盤
の
確
保
を
は
じ
め
、
金
融
措

置
や
税
制
措
置
な
ど
そ
の
計
画
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
を
受
け

る
た
め
の
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

1
．
計
画
が
市
町
村
基
本
構
想
に
照
ら

し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
．
計
画
が
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総

合
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
適
切
な
も

の
で
あ
る
こ
と
。

３
．
計
画
の
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
確

実
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
「
農
業
経
営
改
善
計
画
書
」
に

明
記
す
る
５
年
後
の
目
標
は
、
次
の
通

り
で
す
。

１
．
経
営
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標

（
作
付
面
積
、
飼
養
頭
数
、
作
業
受
託

面
積
）

２
．
生
産
方
式
の
合
理
化
の
目
標
（
機

械
・
施
設
の
導
入
、
圃
場
の
連
坦
化
、

新
技
術
の
導
入
な
ど
）

３
．
経
営
管
理
の
合
理
化
の
目
標
（
複

式
簿
記
で
の
記
帳
な
ど
）

４
．
農
業
従
事
の
様
態
等
に
関
す
る
改

善
の
目
標
（
休
日
制
の
導
入
な
ど
）

農地の売買・転用につい

ては必ず許可を！！

【農地法第３条申請】

1．農地を買ったり借りた

りして耕作するときは農

業委員会の許可が必要

です。

【転用手続きをするには】

※農地を耕作目的外に

利用（農地転用）すると

きは県知事の許可が必

要です。これらの許可手

続きをせずに売買や貸し

借りをしても無効になり

登記できません。

【農地法第４条申請】

１．自己の名義の農地を

自分が転用する場合は

本人による手続きが必要

です。

【農地法第５条申請】
１．他人名義の農地を
買ったり借りたりして転用
する場合は、農地所有名
義と転用する人の双方の
手続きが必要です。

【手続き方法として・・】

農業委員会に備え付け

てあります許可申請書と

必要な添付書類を提出

して下さい。
※総会は、毎月２５日頃
開催。
申請の受付は毎月１０日
までです。

《
人
・
農
地
プ
ラ

ン
地
域
検
討
会
の

開
催
の
お
知
ら

せ
》前

年
度
か
ら
策
定

さ
れ
た
「
大
宜
味
村

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
作
業
を
進

め
る
た
め
の
検
討
会

を
開
催
し
ま
す
。

今
後
地
域
の
農
業

を
任
せ
ら
れ
る
中
心

的
な
担
い
手
に
つ
い

て
の
認
定
や
10
年
後
、

20
年
後
の
農
村
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
会

議
で
す
。

男
性
だ
け
で
な
く

多
く
の
女
性
の
方
々

に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

≪

担
い
手
農
地
集
積
協
力
金
交
付

事
業
の
お
知
ら
せ≫

農
地
集
積
に
協
力
す
る
者
に
対
し
て
、

農
地
集
積
協
力
金
（
経
営
転
換
協
力

金
）
を
交
付
し
ま
す
。

現
在
、
前
年
度
か
ら
策
定
さ
れ
た

「
大
宜
味
村

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
高

齢
化
等
の
理
由
に
よ
り
営
農
が
困
難
に

な
り
、
リ
タ
イ
ヤ
や
規
模
縮
小
を
考
え

て
い
る
農
家
が
農
地
を
貸
出
し
や
す
い

よ
う
支
援
し
ま
す
。

区
長
他
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
多
忙
中
恐
れ
入
り
ま
す
が
心
あ

た
り
の
生
産
者
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
宜
味
村
役
場
産
業
振
興
課

農
政
係

担
当
：
住

秀
和

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
（
４
４
）
３
２
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
（
４
４
）
３
９
９
９

「村認定」農家に重点支援 認定農業者制度で農業経営のプロフェッショナルを育成

日
本
一
早
出
し
新
蕎
麦
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

日
付
：
平
成
26
年
２
月
15
日(

土)

・
16
日(

日)

場
所
：
江
洲
公
民
館

お知らせ！



2014年（平成26年）1月６日（月）

環境保全・
赤土流出防止普及活動

農
業
委
員
に
よ
る
農
地
の
斡
旋

業
務
話
合
い

執
行
部
会
Ｈ
26
．
1
．
19

大宜味村の農地は

ね・・・・・・！！

農業委員会の展

示コーナー

第２９回総会 Ｈ２６．１．２７

担当者から「中間管理機構」の説明を行いました。

農業委員のお仕事！
申請農地を総会前に各担当区の委員が聞き取り調査に行きます。（真喜志・喜友名委員）

土地改良区の再整備について県と協議

村産業振興課と農業委員会事務局長は、平成２

６年１月３０日（木）に県北部農林水産振興セン

ター（松本茂所長）を訪れ、土地改良区の再整備

事業について仕組みと手続きの指導を受け協議を

行った。

村からは土地改良区の概要と再整備の必要性を

説明した。

松本所長からは、大宜味村の計画に沿えるよう

に協力を惜しまないとの回答がありました。この中

で、地権者特定のための調査も制度活用ができる

旨説明があり、担当部署の紹介もありました。

村としては、農業及び観光振興のため対象地区を

特定し事業化に向けて取り組む予定であります。

赤
土
防
止
の
為
、
津
波
区
の
圃
場
で

ベ
チ
バ
ー
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

村の認定農業者を育成するためには？

と意見交換会を行いました。

h26.1.28(火)

この土地の活用としてはどの
ような計画を考えてますか・・・

（総会時の現地調査）


